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原
爆
文
学
研
究
会
報

｜
第
五
三
号

｜

原
爆
文
学
研
究
会

二
〇
一
七
年
十
二
月

二
〇
一
七
年
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
陜
川
（
ハ
プ
チ
ョ
ン
）
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

二
〇
一
七
年
九
月
末
、
原
爆
文
学
研
究
会
の
川
口
隆
行
さ
ん
の
お
誘
い
を
受
け
、

嶺
南
大
学
校
（
慶
尚
北
道
慶
山
市
）
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
、
韓
国
慶
尚
南
道
の

陜

川
を
訪
ね
る
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
日
本
や
米
国
、

ハ
プ
チ
ヨ
ン

台
湾
か
ら
の
参
加
者
は
二
〇
人
ほ
ど
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
東
ア
ジ
ア
か
ら
原
爆
文
学
を
読
み
な
お
す
」
（
韓
国
語

で
は
「
原
爆
文
学
を
東
ア
ジ
ア
の
観
点
か
ら
読
む
」
）
は
二
九
日
、
嶺
南
大
学
校
人

文
学
事
業
団
東
ア
ジ
ア
平
和
学
チ
ー
ム
主
催
、
当
研
究
会
と
大
阪
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
グ
ロ
ー
バ
ル
日
本
研
究
ク
ラ
ス
タ
ー
の
協
賛
で
開
か
れ
た
。
午
前
中
に
は
、

宇
野
田
さ
ん
の
提
供
に
よ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
制
作
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
最
期
に

綴
っ
た
ヒ
ロ
シ
マ:

あ
る
韓
国
人
被
爆
者
の
遺
言
」
（
四
九
分
、
二
〇
〇
二
年
）
を
見

た
。
広
島
で
被
爆
し
た
陜
川
出
身
の
李
順
基
さ
ん
と
、
李
さ
ん
の
闘
病
に
寄
り
そ
う
、

イ

ス

ン

ギ

日
本
人
医
師
で
被
爆
者
の
丸
屋
博
さ
ん
を
追
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
川
口
隆
行
「
原
爆
文
学
研
究
の
現
状
と
課
題:

東
ア
ジ
ア

と
い
う
視
座
か
ら
」
、
宇
野
田
尚
哉
「
原
爆
文
学
と
朝
鮮
人
被
爆
者
・
在
韓
被
爆
者:

御
庄
博
実
の
詩
業
を
中
心
に
」
、
李
文
茹
・
曺
銘
根
コ
メ
ン
ト
、
金
文
柱
「
記
憶
の

政
治
学
と
国
境
を
消
す
苦
し
み
の
連
帯
」
、
村
上
陽
子
・
権
赫
泰
コ
メ
ン
ト
、
総
合

討
論
と
い
う
流
れ
だ
っ
た
。
議
論
で
は
、
「
軍
艦
島
」
な
ど
の
作
品
を
め
ぐ
る
評
価

も
白
熱
し
、
冷
戦
体
制
の
中
で
の
原
爆
や
核
を
め
ぐ
る
言
説
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
（
想

像
力
の
）
限
界
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
枠
組
み
で
あ
る
「
東
ア
ジ
ア
」
と
い
う
設
定

の
内
実
の
問
題
（
中
朝
の
被
爆
者
な
ど
を
含
め
）
な
ど
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。

翌
日
、
陜
川
へ
と
向
か
っ
た
が
、
韓
国
原
爆
被
害
者
協
会
の
事
務
局
長
韓
正

敦

ハ
ン
ジ
ヨ
ン
ス
ン

さ
ん
（
被
爆
二
世
）
か
ら
、
活
動
の
こ
と
な
ど
の
お
話
を
バ
ス
の
中
で
し
て
い
た
だ

い
た
。
陜
川
に
は
一
九
九
六
年
に
原
爆
被
害
者
福
祉
会
館
が
日
本
政
府
の
支
出
も
あ

り
完
成
し
て
い
た
が
、
今
年
八
月
に
原
爆
資
料
館
が
で
き
た
。
韓
国
原
爆
被
害
者
協

会
の
陜
川
支
部
長
で
あ
る
沈
鎮
泰
さ
ん
か
ら
、
原
爆
資
料
館
開
館
の
経
緯
な
ど
の
お

シ
ム
ジ

ン

テ

話
を
し
て
い
た
だ
き
、
二
階
の
資
料
室
の
史
資
料
を
見
せ
て
い
た
だ
く
。
過
去
の
諸

団
体
が
残
し
た
調
査
報
告
書
が
保
管
さ
れ
、
沈
さ
ん
た
ち
が
労
を
惜
し
ま
ず
収
集
さ

れ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
た
。
ま
た
、『

？
』（
韓
国

한
국
인

원
폭
피
해
자
를

아
시
나
요

人
原
爆
被
害
者
を
ご
存
知
で
す
か
？
）
（
陜
川
原
爆
被
害
者
福
祉
会
館
編
、
二
〇
一

六
年
）
と
い
う
冊
子
を
い
た
だ
い
た
。
京
都
で
生
ま
れ
、
広
島
に
住
ん
で
い
た
김
일

さ
ん
と
い
う
福
祉
会
館
に
お
住
い
の
方
に
私
は
お
会
い
し
た
が
、
冊
子
に
は
金
さ

조ん
の
お
話
も
載
っ
て
い
た
。
ノ
ー
ト
に
「
金
日
祚
、
松
本
君
代
」
と
い
う
名
前
を
書

か
れ
た
。
十
七
歳
く
ら
い
で
江
波
で
被
爆
さ
れ
、
広
電
の
車
掌
も
し
た
こ
と
が
あ
る

と
日
本
語
で
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
辞
書
を
引
き
つ
つ
読
み
た
い
。
福
祉
会
館

の
側
に
は
、
日
本
の
宗
教
団
体
が
出
資
し
た
慰
霊
閣
が
立
ち
、
中
に
は
多
く
の
位
牌

が
安
置
さ
れ
、
そ
の
前
で
、
慰
霊
の
舞
が
秋
の
空
の
も
と
で
舞
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

韓
さ
ん
の
案
内
で
、
近
く
の
被
爆
二
世
の
お
宅
に
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

大
邱
に
戻
っ
た
後
は
、
旧
都
心
空
間
に
あ
る
、
大
邱
第
一
教
会
、
ヒ
ウ
ム
日
本
軍

「
慰
安
婦
」
歴
史
館
（
一
九
二
〇
年
代
の
日
本
建
築
を
再
利
用
）
、
華
僑
学
校
や
三

中
井
百
貨
店
大
邱
支
店
跡
な
ど
を
訪
れ
た
。
大
邱
を
離
れ
る
日
、
地
下
鉄
に
乗
ろ
う

と
中
心
部
を
歩
い
て
い
る
と
、
慰
安
婦
像
が
あ
っ
た
。
帰
国
後
、
宇
野
田
さ
ん
が
触

れ
た
丸
屋
博
・
石
川
逸
子
編
『
在
韓
被
爆
者
の
手
記:

引
き
裂
か
れ
な
が
ら
私
た
ち

は
書
い
た
』
（
西
田
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
を
見
る
と
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
登

場
し
た
李
順
基
さ
ん
の
み
な
ら
ず
、
中
国
湖
南
省
出
身
で
広
島
の
監
獄
で
被
爆
し
た

張

文

彬
さ
ん
の
手
記
も
載
せ
ら
れ
て
い
た
。
崔
範
洵
さ
ん
（
嶺
南
大
学
校
）
の

チ
ヤ
ン
ウ
ェ
ン
ビ
ィ
ン

チ
ェ
ボ
ム
ス
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
大
き
く
負
っ
た
学
習
の
旅
で
あ
り
、
宴
会
酒
席
の
場
も
毎
日
設

け
ら
れ
て
、
非
常
に
密
度
の
濃
い
二
日
間
だ
っ
た
。

（
中
村

平
）
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二
〇
一
七
年
九
月
一
六
日
（
土
）、
広

島
大
学
東
千
田
未
来
創
生
セ
ン
タ
ー
に

て
第
五
三
回
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
田
真
理
氏
の
研
究
発
表
に
つ
い
て

は
手
紙
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
地
域

か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
市

田
氏
か
ら
は
、
国
外
だ
け
で
は
な
く
海

外
も
含
め
て
多
様
な
地
域
・
国
籍
・
立

場
の
人
々
か
ら
の
手
紙
が
あ
っ
た
と
い

う
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
久
保

山
愛
吉
さ
ん
の
直
接
の
死
因
に
つ
い
て

の
当
時
の
報
道
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
の
か
と
い
う
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
当
時
の
報
道
で
は
久

保
山
さ
ん
の
死
に
つ
い
て
医
療
関
係
者

か
ら
様
々
な
説
が
出
さ
れ
た
こ
と
、
久

保
山
さ
ん
の
死
を
被
爆
に
よ
る
も
の
で

は
な
く
輸
血
時
の
ミ
ス
に
よ
る
感
染
症

な
の
だ
と
主
張
し
た
い
ア
メ
リ
カ
大
使

館
を
刺
激
し
た
と
い
う
説
明
が
市
田
氏

よ
り
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
後
年
行
わ

れ
た
調
査
で
も
久
保
山
さ
ん
の
死
に
放

射
能
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
と
い
う
補
足
も
あ
り
ま
し
た
。

第
五
三
回

原
爆
文
学
研
究
会
報
告

宮
川
健
郎
氏
の
研
究
発
表
に
対
し
て
は
那
須
正
幹
の
理
想
主
義
の
中
身
に
つ
い
て
詳

し
く
知
り
た
い
と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
宮
川
氏
よ
り
七
〇

年
代
以
降
の
児
童
文
学
に
お
い
て
、
散
文
性
が
獲
得
さ
れ
て
い
く
な
か
で
理
想
主
義
的

な
結
末
が
つ
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
く
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
た
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
理
想
主
義
を
い
っ
た
ん
括
弧
に
括
ろ
う
と

し
た
の
が
那
須
正
幹
で
あ
っ
た
と
い
う
点
も
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
翻
訳
作

品
に
お
け
る
核
戦
争
の
表
象
や
Ｓ
Ｆ
作
品
の
現
代
児
童
文
学
の
影
響
に
つ
い
て
、
そ
し

て
児
童
文
学
を
通
し
て
子
ど
も
読
者
に
ど
の
よ
う
に
戦
争
体
験
を
ど
う
伝
え
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
な
ど
に
つ
い
て
も
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

「
原
爆
文
学
」
再
読
５
―
林
京
子
「
再
び
ル
イ
へ
。」
の
総
合
討
論
で
も
様
々
な
発

言
が
あ
り
、
林
京
子
作
品
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
ど
う
捉

え
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
や
、
林
京
子
の
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
に
つ
い
て
、「
ル
イ
」

と
い
う
人
物
の
モ
デ
ル
や
名
付
け
の
意
図
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。村
上
氏
か
ら
は
林
京
子
作
品
の
傾
向
や
内
容
に
基
づ
い
た
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
島
村
氏
か
ら
は
生
身
の
作
家
と
し
て
の
林
京
子
と
の
対
話
に
基
づ
く
貴
重
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
報
告
の
な
か
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
も

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
再
び
ル
イ
へ
。」
の
総
合
討
論
に
つ
い
て
は
『
原
爆
文

学
研
究
』
第
一
六
号
で
よ
り
詳
細
に
報
告
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

私
が
在
職
す
る
公
益
財
団
法
人
第
五
福
竜
丸
平
和
協
会
（
以
下
、
協
会
）
は
、
都

立
第
五
福
竜
丸
展
示
館
を
東
京
都
か
ら
委
託
さ
れ
管
理
運
営
し
て
い
る
。
展
示
館
が

開
館
す
る
一
九
七
六
年
、
第
五
福
竜
丸
無
線
長
で
被
ば
く
半
年
後
に
亡
く
な
っ
た
久

◇

研
究
発
表
１

第
五
福
竜
丸
・
久
保
山
愛
吉
さ
ん
と
そ
の
家
族
に

寄
せ
ら
れ
た
３
０
０
０
通
の
手
紙

市
田

真
理
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保
山
愛
吉
氏
の
遺
族
よ
り
、
手
紙
類
約
三

〇
〇
〇
通
の
寄
贈
を
受
け
た
。
長
岡
弘
芳
、

近
藤
弘
、
加
納
竜
一
ら
に
よ
っ
て
整
理
が

行
わ
れ
、
協
会
編
『
ビ
キ
ニ
水
爆
被
災
資

料
集
』
（
東
大
出
版
会
）
に
そ
の
一
部
が

所
収
さ
れ
た
。
七
九
年
～
八
〇
年
に
は
ま

た
協
会
の
定
期
刊
行
物
「
福
竜
丸
だ
よ
り
」

で
も
内
容
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
差

出
人
の
調
査
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
部
は
常
設
展
示
さ

れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
「
ビ
キ
ニ
事
件
」
で
は
、
第
五
福
竜
丸
以
外
の
漁
船
も
放
射
能
汚
染
魚

を
廃
棄
す
る
な
ど
の
被
害
に
遭
っ
て
お
り
、
乗
組
員
た
ち
の
健
康
調
査
も
継
続
し
て

は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
日
米
政
府
に
よ
る
「
見
舞
金
」
決
着
に
よ
り
、
被
害
を
声
高

に
叫
ん
で
も
十
分
な
補
償
を
受
け
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
「
被
ば
く
」
と
い
う
差
別
に
直

面
す
る
こ
と
か
ら
、
被
害
者
は
沈
黙
し
、
第
五
福
竜
丸
乗
組
員
た
ち
と
久
保
山
氏
遺

族
に
は
羨
望
・
嫉
妬
か
ら
く
る
誹
謗
中
傷
が
ぶ
つ
け
ら
れ
た
。

私
が
こ
れ
ら
の
手
紙
を
再
整
理
し
、
何
ら
か
の
形
で
公
表
し
た
い
旨
を
知
ら
せ
た

と
こ
ろ
、
久
保
山
氏
遺
族
に
は
「
そ
っ
と
し
て
お
い
て
ほ
し
い
」
と
告
げ
ら
れ
た
も

の
の
、
久
保
山
愛
吉
だ
け
を
特
別
視
す
る
こ
と
な
く
、
事
実
と
向
き
合
う
の
な
ら
ば
、

こ
れ
ら
の
手
紙
を
素
材
に
し
た
も
の
を
世
に
出
す
許
可
を
得
た
。
同
時
に
久
保
山
氏

以
外
の
被
害
（
者
）
に
つ
い
て
も
研
究
す
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
ら
れ
た
。
手
紙
を
書

い
た
当
時
の
人
び
と
の
心
情
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
約
束
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

手
書
き
の
文
字
に
は
表
情
が
あ
る
。
ま
た
選
ば
れ
た
便
箋
が
少
女
雑
誌
の
付
録
で

あ
っ
た
り
、
ワ
ラ
半
紙
の
両
面
に
書
か
れ
た
寄
せ
書
き
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
か
ら

差
出
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
想
像
す
る
。
宛
先
住
所
が
不
完
全
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
届
い
て
い
る
こ
と
に
も
気
づ
く
。
差
出
人
の
中
に
敬
愛
す
る
人
の
名
を
見
つ
け
、

著
名
人
や
政
治
家
、
入
院
先
か
ら
、
獄
中
か
ら
、
海
外
か
ら
手
紙
を
し
た
た
め
た
未

知
の
人
物
に
思
い
を
馳
せ
る
。

孤
独
な
整
理
作
業
で
は
あ
る
が
、
研
究
会
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

無
意
識
に
読
む
こ
と
を
避
け
て
き
た
手
紙
（
海
外
か
ら
の
も
の
、
中
傷
が
書
か
れ
て

い
る
も
の
な
ど
）
や
、
地
域
的
な
特
徴
の
整
理
が
必
要
な
こ
と
、
学
校
単
位
で
出
さ

れ
た
手
紙
の
教
師
の
関
与
な
ど
、
あ
ら
た
な
切
り
口
を
多
数
ご
教
示
い
だ
い
た
。
手

紙
を
読
み
解
く
こ
と
で
「
ビ
キ
ニ
事
件
の
時
代
」
の
匂
い
に
近
づ
き
、
現
代
社
会
を

照
射
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
密
か
に
目
標
を
立
て
て
い
る
。

刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
の
『
〈
原
爆
〉
を

読
む
文
化
事
典
』
の
「
教
育
と
原
爆
児
童

文
学
」
の
項
目
を
執
筆
し
た
。
書
い
た
こ

と
を
も
う
少
し
深
め
た
い
。

事
典
に
引
用
し
た
住
田
勝
の
論
文
「
断

絶
か
ら
対
話
を
拓
く
戦
争
児
童
文
学
の
可

能
性
」
は
、
今
西
祐
行
の
「
ヒ
ロ
シ
マ
の

う
た
」
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
―
「
問

題
な
の
は
、
こ
う
し
た
原
爆
物
語
が
、
必

ず
同
じ
テ
ー
マ
に
向
か
っ
て
集
約
し
て
い

く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
子
ど
も
た
ち
の
な
か
の
ス
キ
ー
マ
の
最
上
位
に
は
「
原
爆
は
い

け
な
い
」
と
い
う
揺
る
ぎ
な
い
テ
ー
マ
が
置
か
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

原
爆
を
取
り
扱
っ
た
文
学
に
触
れ
る
と
き
、
多
く
の
子
ど
も
が
、
お
な
じ
み
の
、
完

◇

研
究
発
表
２

那
須
正
幹
と
原
爆

―
『〈
原
爆
〉
を
読
む
文
化
事
典
』・
「
教
育
と
原
爆
児
童
文
学
」
補
遺

―

宮
川

健
郎
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全
に
パ
タ
ー
ン
化
し
た
読
み
の
枠
組
み
を
適
用
す
る
。」
住
田
は
、「
単
一
の
「
声
」

に
よ
っ
て
語
り
抜
か
れ
る
物
語
を
、
多
声
化
す
る
」
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
事
典
で

も
言
及
し
た
那
須
正
幹
こ
そ
現
代
児
童
文
学
の
「
決
ま
り
き
っ
た
物
語
」
を
逃
れ
よ

う
と
し
た
作
家
だ
。
一
九
六
〇
年
前
後
に
出
発
し
た
日
本
の
現
代
児
童
文
学
は
、
子

ど
も
を
め
ぐ
る
問
題
は
子
ど
も
の
力
に
よ
っ
て
必
ず
乗
り
越
え
ら
れ
、
状
況
は
変
革

で
き
る
と
い
う
「
理
想
主
義
」
で
書
か
れ
て
い
た
。
那
須
正
幹
『
ぼ
く
ら
は
海
へ
』

（
一
九
八
〇
年
）
は
、
困
難
な
現
実
を
逃
れ
て
、
ち
っ
ぽ
け
な
い
か
だ
で
海
へ
出
て

行
っ
て
し
ま
う
少
年
た
ち
を
描
く
。
こ
こ
に
は
、
「
理
想
主
義
」
の
考
え
直
し
が
あ

る
。那

須
の
原
爆
を
描
い
た
作
品
に
も
、
「
決
ま
り
き
っ
た
物
語
」
を
相
対
化
す
る
力

が
強
く
は
た
ら
い
て
い
る
。
事
典
で
も
取
り
上
げ
た
『
屋
根
裏
の
遠
い
旅
』
（
一
九

七
五
年
）
で
は
、
「
太
平
洋
戦
争
に
勝
利
し
た
日
本
」
に
迷
い
込
ん
だ
少
年
た
ち
の

視
点
か
ら
、「
戦
争
に
負
け
た
日
本
」
を
見
直
す
。

一
九
四
二
年
に
広
島
で
生
ま
れ
、
三
歳
で
被
爆
し
た
那
須
に
と
っ
て
、
佐
々
木
禎

子
は
「
も
う
ひ
と
り
の
私
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
『
折
り
鶴
の

子
ど
も
た
ち

原
爆
症
と
た
た
か
っ
た
佐
々
木
禎
子
と
級
友
た
ち
』（
一
九
八
四
年
）

の
第
二
部
で
は
、
「
原
爆
の
子
の
像
」
を
建
て
る
運
動
の
推
移
を
徹
底
し
て
禎
子
の

級
友
た
ち
の
立
場
か
ら
時
に
批
判
的
に
描
く
。

『
絵
で
読
む

広
島
の
原
爆
』
（
西
村
繁
男
絵
、
一
九
九
五
年
）
は
、
一
九
二
九
年

の
世
界
大
恐
慌
か
ら
説
き
起
こ
し
て
、
原
爆
を
世
界
史
的
な
視
野
で
と
ら
え
直
す
。

子
ど
も
た
ち
に
よ
く
読
ま
れ
た
『
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
』
シ
リ
ー
ズ
で
も
、
原
爆
は

書
か
れ
た
。『
ズ
ッ
コ
ケ
時
間
漂
流
記
』
（
一
九
八
二
年
）
の
江
戸
時
代
か
ら
や
っ
て

き
た
若
林
雪
子
先
生
は
、
「
一
九
四
五
年
八
月
六
日
。
若
林
家
は
広
島
市
に
住
ん
で

い
ま
し
た
。
」
「
若
林
家
の
血
筋
は
、
あ
の
日
の
う
ち
に
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
」

と
い
う
。

短
編
「The

End
of

the
W

orld

」
（
一
九
八
四
年
）
で
は
、
核
戦
争
後
の
世
界
で

の
心
の
き
ず
な
を
描
く
。
こ
こ
に
、
那
須
の
「
理
想
主
義
」
が
あ
る
。

本
報
告
で
は
ま
ず
、
林
京
子
の
デ
ビ
ュ

ー
作
「
祭
り
の
場
」
（
一
九
七
五
年
）
に

寄
せ
ら
れ
て
き
た
評
価
の
変
遷
を
た
ど
っ

た
。
記
録
を
小
説
に
取
り
入
れ
な
が
ら
原

爆
投
下
を
描
く
「
祭
り
の
場
」
の
手
法
は
、

実
は
同
時
代
に
お
い
て
必
ず
し
も
高
い
評

価
が
与
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
戦
後

三
十
年
の
節
目
の
年
に
登
場
し
た
長
崎
原

爆
の
「
記
録
」
と
し
て
評
価
さ
れ
る
一
方

で
、
「
小
説
」
と
し
て
の
完
成
度
や
強
度

を
保
ち
得
て
い
な
い
と
い
う
批
判
も
同
時

に
浴
び
せ
ら
れ
た
。

一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
「
祭
り
の
場
」
の
「
小
説
」
と
し
て
の
統
一
性
や
完

成
度
に
疑
問
を
付
す
傾
向
が
持
続
さ
れ
な
が
ら
、
被
爆
の
当
事
者
／
非
当
事
者
間
、

あ
る
い
は
被
爆
者
間
の
差
異
が
問
題
と
な
り
は
じ
め
る
。
「
祭
り
の
場
」
を
優
れ
た

文
学
作
品
と
し
て
捉
え
直
し
、
評
価
す
る
研
究
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
る
の
は
二
〇
〇

〇
年
代
以
降
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
祭
り
の
場
」
へ
の
評
価
を
踏
ま
え
た
上
で
、
東
日
本
大
震
災
後

に
発
表
さ
れ
た
「
再
び
ル
イ
へ
。
」（
初
出
『
群
像
』
二
〇
一
三
年
四
月
）
の
考
察
を

進
め
た
。
東
日
本
大
震
災
直
後
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
あ

ふ
れ
、
大
手
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
が
限
定
的
で
あ
っ
た
り
、
信
頼
で
き
な
か
っ
た
り
す

る
な
か
、
多
く
の
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
発
信
・
受
信
し
、
市
民
レ
ベ
ル

◇

「
原
爆
文
学
」
再
読
５
―
林
京
子
「
再
び
ル
イ
へ
。」

林
京
子
「
祭
り
の
場
」
か
ら
「
再
び
ル
イ
へ
。
」

ま
で

村
上

陽
子
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で
の
情
報
交
換
が
進
ん
で
い
た
。
一
方
、
身
近
な
人
と
の
関
係
に
お
い
て
原
発
事
故

へ
の
不
安
や
危
機
感
を
吐
露
で
き
な
い
と
い
う
〈
空
気
〉
も
生
成
さ
れ
て
い
た
。

「
再
び
ル
イ
へ
。
」
で
は
震
災
後
の
状
況
の
な
か
で
信
頼
で
き
る
友
人
た
ち
と
の

二
者
間
の
応
答
と
し
て
震
災
後
の
言
葉
を
紡
ぎ
始
め
、
状
況
や
考
え
方
の
異
な
る
近

し
い
人
間
と
原
発
事
故
へ
の
危
機
感
や
怒
り
を
共
有
す
る
こ
と
の
困
難
が
描
か
れ

た
。
「
再
び
ル
イ
へ
」
。
の
主
人
公
で
あ
る
「
わ
た
し
」
は
、
原
発
事
故
に
対
す
る
政

府
の
対
応
や
友
人
た
ち
と
の
温
度
差
に
傷
つ
く
が
、
脱
原
発
集
会
へ
の
参
加
を
通
し

て
未
来
へ
の
希
望
を
つ
な
い
で
い
く
。
原
発
事
故
を
自
分
の
問
題
と
し
て
感
じ
取
り
、

行
動
す
る
人
々
の
間
に
身
を
置
き
な
が
ら
も
特
定
の
友
人
た
ち
と
の
二
者
間
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
ね
ら
れ
て
い
く
と
き
、
お
互
い
の
関
係
性
や
立
場
は
少
し
ず

つ
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
い
う
「
再
び
ル
イ
へ
。
」
の
可
能
性
を
示
し
た
。

林
京
子
の
「
再
び
ル
イ
へ
。」
に
は
、

「
３
・
１
１
」
東
日
本
大
震
災
が
勃
発

し
た
瞬
間
の
記
述
が
あ
る
。
そ
し
て
以

後
こ
の
小
説
で
は
、
こ
の
大
地
震
が
引

き
起
こ
し
た
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の

も
た
ら
し
た
、
さ
ら
に
も
取
返
し
の
つ

か
な
い
事
態
へ
の
、
絶
望
的
な
思
い
が

書
き
綴
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
作

品
に
現
れ
て
い
る
「
目
前
の
冷
徹
な
現

実
」
の
認
識
と
、
そ
の
現
実
か
ら
一
種

◇

「
原
爆
文
学
」
再
読
５
―
林
京
子
「
再
び
ル
イ
へ
。」

「
再
び
ル
イ
へ
。」
か
ら
「
祭
り
の
場
」
へ
／

「
祭
り
の
場
」
か
ら
「
再
び
ル
イ
へ
。」

島
村

輝

の
「
距
離
」
を
と
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
が
重
層
し
て
脳
裏
に
顕
れ
、
イ
メ
ー
ジ
を
構

成
す
る
と
い
う
書
法
こ
そ
、
事
実
上
の
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
作
「
祭
り
の
場
」
か
ら
、
最

晩
年
の
「
再
び
ル
イ
へ
。
」
に
直
結
す
る
、
林
京
子
の
小
説
作
法
の
核
心
に
位
置
す

る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
祭
り
の
場
」
と
い
う
小
説
に
お
い
て
、
一
つ
の
場
面
と
前
の
場
面
と
の
つ
な
が

り
は
、
わ
か
り
に
く
い
場
合
も
あ
る
。
そ
の
核
心
に
あ
る
の
が
、「
客
観
性
」
と
「
距

離
感
」
の
複
合
的
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
正
確
・
精
密
な
描

写
の
直
後
に
、
冷
徹
・
皮
肉
な
批
評
性
に
満
ち
た
感
想
が
挟
ま
れ
る
。
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
場
所
・
人
物
が
「
異
化
」
さ
れ
、
映
写
さ
れ
た
幻
燈
画
の
よ
う
な
心
象
風

景
が
現
れ
て
く
る
。
原
爆
被
爆
の
強
烈
な
体
験
が
も
た
ら
し
た
、
一
種
の
「
離
人
症
」

的
な
イ
メ
ー
ジ
と
い
っ
て
も
良
い
。あ
り
あ
り
と
印
象
づ
け
ら
れ
る
細
部
の
描
写
や
、

独
特
の
小
道
具
類
の
使
用
を
つ
う
じ
て
、
幻
想
的
と
も
い
え
る
場
面
を
作
り
出
し
、

見
て
い
る
風
景
と
書
い
て
い
る
自
分
を
切
り
離
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
林
京
子
の
方

法
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
彼
女
独
特
の
強
度
を
備
え
た
こ
と
ば
が
紡
ぎ
出
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
再
び
ル
イ
へ
。
」
も
ま
た
、
そ
う
し
た
方
法
が
現
れ
て
い
る
作
品
と
い
え
る
。

林
が
直
面
し
た
の
は
、
言
葉
を
生
業
と
し
、
言
葉
に
よ
っ
て
立
つ
作
家
・
文
学
者
と

し
て
、
あ
ま
り
に
も
絶
望
的
で
あ
り
、
目
前
の
事
実
と
し
て
即
時
的
に
受
け
と
め
、

記
述
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
事
態
で
あ
っ
た
。
「
命
一
つ
」
と
い
う
地
点
に

還
る
こ
と
、
「
祭
り
の
場
」
の
原
点
に
戻
ろ
う
と
す
る
こ
と
以
外
に
、
彼
女
の
選
ぶ

べ
き
道
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
二
つ
の
作
品
は
ル
ー
プ
を
閉
じ
る
よ
う
に

結
び
つ
い
て
い
る
。
選
択
の
余
地
の
な
い
厳
し
さ
の
な
か
か
ら
、
世
を
去
る
そ
の
時

ま
で
、
凛
と
し
て
林
京
子
が
示
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
隣
国
の
水
爆
実
験
と
、
そ
れ

に
対
す
る
過
剰
な
ま
で
の
威
嚇
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
狭
間
で
、
希
望
を
見
出
し

が
た
い
状
況
に
あ
る
今
日
の
私
た
ち
に
対
す
る
、
か
す
か
で
も
確
か
な
、
希
望
の
道

筋
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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第
五
三
回

原
爆
文
学
研
究
会

○
日
時

二
〇
一
七
年
九
月
一
六
日
（
土
）

○
会
場

広
島
大
学
東
千
田
未
来
創
生
セ
ン
タ
ー
Ｍ
二
〇
四
講
義
室

○

研
究
発
表

発
表
１

第
五
福
竜
丸
・
久
保
山
愛
吉
さ
ん
と
そ
の
家
族
に
寄
せ
ら
れ
た
３
０
０

０
通
の
手
紙

市
田

真
理

発
表
２

那
須
正
幹
と
原
爆
―
『
〈
原
爆
〉
を
読
む
文
化
事
典
』
・
「
教
育
と
原
爆

児
童
文
学
」
補
遺

宮
川

健
郎

○
「
原
爆
文
学
」
再
読
５
―
林
京
子
「
再
び
ル
イ
へ
。」発

題
者

島
村
輝
・
村
上
陽
子

本
研
究
会
が
年
に
一
回
発
行
し
て
い
る
機
関
誌
「
原
爆
文
学
研
究
」
の
一
七
号
の

原
稿
を
左
記
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。
こ
の
機
関
誌
に
は
「
原
爆
文
学
」
の
評
論
の

他
、
エ
ッ
セ
イ
も
掲
載
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

○
書

式

縦
書
き
、
二
九
字×

二
四
行
、
二
段
組
。

○
投
稿
締
切

手
書
き
や
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
原
稿
で
の
投
稿
の
場
合
は
二
〇
一
八
年

九
月
中
旬
、
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
か
一
太
郎
）
を
添
付
し

て
の
投
稿
の
場
合
は
同
年
九
月
三
〇
日
。

○
発
行
経
費

投
稿
者
は
、
各
自
の
原
稿
一
頁
（
機
関
誌
の
書
式
）
に
つ
き
、
一
〇

〇
〇
円
を
発
行
経
費
と
し
て
負
担
す
る
。

○
投
稿
宛
先

〒
六
五
一
―
二
一
八
七

神
戸
市
西
区
学
園
東
町
九
―
一

神
戸
市
外
国
語
大
学

山
本
昭
宏
研
究
室

彙

報

機
関
誌
「
原
爆
文
学
研
究
」
第
一
七
号
原
稿
募
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九
月
は
第
五
三
回
原
爆
文
学
研
究
会
、
同
月
末
に
韓
国
で
開
催
さ
れ
た
国
際
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
陜

川
を
訪
ね
る
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
と
、
得
が
た
い
学
び
の
機
会
を

ハ
プ
チ
ヨ
ン

得
ら
れ
た
月
で
し
た
。
特
に
陜
川
で
は
、
長
く
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
原
爆
の

記
憶
を
た
ぐ
り
よ
せ
、
伝
え
て
い
く
こ
と
の
困
難
に
直
面
さ
せ
ら
れ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
れ
に
挑
も
う
と
す
る
人
々
の
活
動
が
も
た
ら
す
可
能
性

や
、
今
後
そ
の
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
へ
の
希
望
も
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
第
五
三
回
原
爆
文
学
研
究
会
で
の
報
告
内
容
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
報
告
者
の

み
な
さ
ん
、
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
で
韓
国
の
旅
に
つ
い
て
ご
報
告
く
だ
さ
っ
た
中
村
平
さ

ん
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

次
回
の
第
五
四
回
原
爆
文
学
研
究
会
は
一
二
月
二
三
日
（
土
）
、
広
島
市
の
広
島

大
学
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
東
千
田
校
舎
Ａ
棟
二
〇
七
講
義
室
に
て
、
午
後
一
時
よ
り

開
催
さ
れ
ま
す
。
齋
藤
一
さ
ん
の
研
究
報
告
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
「
荒
地
」
―
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
・
ス
ペ
ン
ダ
ー
の
広
島
講
演
会
（
一
九
五
八
年
）
を
中
心
に
」
の
ほ
か
、『
〈
原

爆
〉
を
読
む
文
化
事
典
』
の
刊
行
記
念
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
琢
磨
さ
ん
、
権
赫
泰
さ
ん
、
伊
藤
詔
子
さ
ん
が
書
評
者
と
し
て
登
壇
さ
れ
、
編
者

の
川
口
隆
行
さ
ん
か
ら
の
リ
プ
ラ
イ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
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）
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